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－15℃ ＋60℃

貯蔵弾性率(G’)と損失弾性率(G”)の比、G”／G’を損失係数と呼び、 tanδで表し、材料が変形する際に
材料がどのくらいエネルギーを吸収するか（熱に変わる）を示しています。測定は動的粘弾性測定装置
で行い、tanδの値が大きいほどエネルギーを吸収します。

※ Pa(パスカル)は圧力・応力の単位

損失係数(tanδ)の最大値
 エネルギーの吸収率が最大

損失弾性率(G”)

貯蔵弾性率(G’)

損失係数(tanδ)

上記データからピタフォーム15Sは、－15℃～＋60℃＋α の温度帯で防振効果が得られると推察できます。

ピタフォーム15S


	スライド 1

